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させる 1 程皮が各自の主観に左右されやすい表現であるこ と 等 wに送られる。火室はlliìlll燃焼のポイラに似ていて，微粉阪は

により， 11日和 29 年度からはつぎのものを除いたものが術品で パーナでた く 。 一般に微粉I!R'JI!!.i焼では火笠谷僚を大きくとる必

あるということに改められた。 裂があるので，憾関車のように容積に制限をうける場合には不

1 消耗品である石炭，事I!炭， 木炭，ガソリ/， グリース等 適当である。ドイツ国鉄では A.E. G.社と その他の式との 2 方

物品名称鑑に定める燃料およびìfh脂1Jiならびに薬品，用紙帳表， 式を試作したが成功しなかった。 微粉淡の貯絞および輸送も燥

ほうき，はたき，蚊取線香~~;の諸用品。

2 11王両， 自動車， 俄械41もそのまま でまたは単にすえつける

だけで固定資産に編入するもの。

3 レーノレ，枕木，木材 ， ，}[鋲 ， 111阿部品， 自動車部品， 塗

料，継'itH*i， J'l;~管， ヒ ュ ーズ等閤定資産の新設， 1夜替，改良，

維持および物品の改造な らひ.に修繕のため材料として使用する

もの。

4 く ぎ類，針金類，木材提li等を荷造り用として使用する i羽

合， 塗料類を司i務用とする場合等上記 2 ・ 3 以外に使用する物品

で反復使用できないもの。

したがって ， 寝具類， 写;p;機，時計東fj等IJq;毒剤師Îi 品， 1聴診総

その他医療用 ?*Jt，手事その他迩隊用甘器具， 抗帯電j王計 その他

吉十 iJ!IJ用r，器具，空気びょう締結語その他工作用禄具，軌道自転車そ

の他保線土木用総具害事作業用耐Ii品な らびに物品名称鑑に定める

通信用品のうち， iJllJJE総務lその他反復使用できるものが日H品 と

なるのである。

なおこの反復使用の限界については， 一般に 1 箇年説と 3 箇

年説があるが，国鉄においては jißj絡 ， tfßllの難易その他諸儲の

事項を勘案しておおむね 1 箇年を基準としているのである。

飾品は前述のように消耗品と異なり 長期の使用に耐え るもの

であるから ， 物品川1納役は{j/iîlfl~ 原若手， 物品出掛i員は術品保管符

を日lì付け， これに出納状態を記録し， 善良な管理者の注意をも

って保管されなければならないものである。またこれを出納す

る場合には必ず物品出納長または分任出納長の出納命令を必要

とするのである。 また術品は長期の使用に耐えるものであるた

め，必要に応 じ必要の箇所に保管転後または保管換されること

が多いものである。

。前j品が長年の使用により使用に耐えなくなり ， かつ{彦総 jißj値

も j!\~ く な った場合，亡失またはき損した場合等には， これを保

管する物品出納役または物品出納員が亡失き損報告訟を作成し

て，物品出納長または分f壬出納長および主管箇所長経由航王子ー を

担当する局所長に提出し，責任の有無について検定を受けなけ

ればその責任を免がれることはできない。(市原高之)

ひふくこう 被覆工 傾斜地や海岸飛砂地等で表面侵触(しん

しょく)を防ぐため被援材料を用いてする工法。被援材料はそ

だ， わら ， 表科(ばくかん)，雑草，すのこ等が利用され， 目的

地を全国的に被覆する場合や部分的に階段状に行う j場合，網状

に行う場合等各組ある。 ;被桜工の施行はそれ自体により土地の

安定をはかるのみでなく ， 荒廃地造林や倒生法(のり)聞防護工

事等の祁i助手段に:fIJffl される場合が多い。(高村義次)

ひふくこうじょう 被服工場 国鉄の地方資材部の付属僚関。

職員のも度版類すなわち制服， 制帽，外とう，仕業HR等を製作す

る工場である。 関東地方資材部に所属する大崎被服工場と大宮

被HR工場との 2 つがある。 W;務繰および技術課が白かれ，現業

業務を分掌する職場として裁|祈職場， 第一縫製職場， 第二縫製

職場，仕上検査戦場および工機職場を位いている。その生産高

は昭和 30 年度において年間約 12 億円におよび，その職員数は

約 900 人である。---"職場。(宮忽正直)

びふんたんねんしょうきかんしゃ 微粉炭燃焼後関車

(英) pulverized coal burning locomotive 微粉炭を燃料と

する蒸気験関車。微粉炭は地上の微粉炭Ji1ïから炭水1lïの微粉炭

微粉J，iと燃焼機関車

送風峨

蒸気検開

発の危険があるために注意を裂する。 l呈lは A.E.G . 社の微f)lI!R 

H量|共同工のも寄進図である。

国鉄の車両称号規程によれば微粉炭燃焼後関111は蒸気繊|刻卒

中の特殊俄造機関車である。(~:fJ桑五六)

ひみせん 氷見線 北陸本線高岡駅から北プJ宮il~湾に加する 11\

見出tに至る 16 .5 km の線。 北陸線に隠し線路等級は内.線である。

明治 33 年中越鉄道株式会社によって建設されたが， 大正 9 ・ 9

政府に貨収され71\見線と改められた。この線は越中平野の穀倉

地梢を走り ， さらに氷見から能登半島を繍断し七尾総羽咋付近

に結ぼれる予定紋の一部をなしている。旅客運輸は一部気動車

化されている。 (森悌寿)

ビームジャ ッ キ (英)beam jack 蒸気機関車修織の場合，平

体の高上装置として使用されるもの。 1 組は 4 台のジヤグキよ

りな っ ており，憾l某l取の TìíJ後端においた 1 対のジャッキの附に

梁 ( ビ ーム)をわたしてある。 この梁は後以1111の主台わくの前後

端をささえ， 垂直に動 く ナットの上にの り ，ナットはねじ俸の

回転の方向により上下する。梁のス パ γすなわ ち 1 対のジャッ

キのねじ俸の中心|前隔は 4，200 mm を傑ìl~ としている。 2 対の

ジャ ッ キのうち l 対は基礎に固定されており ， 他の 1 対は移動

式とな っ ていて前後の梁の~I~艇を調節し ， l 、かなる機関車にも

使用できるようになっている。移動式の 1 対のジャッキの移動

は手動式である。梁を上下するためのねじ隊の回転は，それぞ

れのジャッキに取付けてある駆動装置により行われるもので，

各駆動装置にはそれぞれ l 台ずつの電動践が取付けられている。

ビ ー ムジャッキ

この装置は電動俄から平歯車，かさ歯車によりねじ絡を回転さ

せる併進にな っ ている。駆)fljJ~主↑立の操作は 1 対のジヤ y キの 2

つの11i:励韓基が共通の制御iliIてイ7われる。ナッ トはね じ面検査に
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